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西脇病院西脇病院ふれあい広場
このページは市民の皆さんと
一緒につくるページです。投
稿・登場をお待ちしています。
秘書広報課（市役所内線207）

みんなでまちづくり♪みんなでまちづくり♪
市民の皆さんのまちづくり活動を紹介します

今、「旬」の人や団体を紹介します。今、「旬」の人や団体を紹介します。
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にしわきっ子にしわきっ子にしわにしわにしわいき
いき♪

いき
いき♪

いきいきにしわきっ子を募集しています。写真と紹介文、
連絡先を市役所2Ｆ秘書広報課へ郵送またはご持参ください。
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　骨
髄
不
全
と
輸
血
療
法

　
　

体
が
必
要
と
す
る
血
液
を
心
臓

が
十
分
に
送
り
出
せ
な
い
状
態
を

「
心
不
全
」
と
呼
び
ま
す
が
、
骨

髄
で
血
が
う
ま
く
造
れ
な
い
状
態

は
「
骨
髄
不
全
」
と
呼
び
ま
す
。

　

骨
髄
不
全
で
は
白
血
球
・
赤
血

球
・
血
小
板
の
３
系
統
の
血
球
が

減
少
し
ま
す
。
白
血
球
数
が
低
下

す
る
と
細
菌
を
殺
す
力
も
低
下
し
、

感
染
症
を
発
症
す
れ
ば
発
熱
が
み

ら
れ
ま
す
。
貧
血
で
は
労
作
時
に

息
切
れ
な
ど
の
自
覚
症
状
が
表
れ
、

血
小
板
減
少
時
は
点
状
の
出
血
や

青
あ
ざ
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

骨
髄
不
全
は
白
血
病
や
抗
が
ん

剤
治
療
で
も
生
じ
ま
す
が
、「
再

生
不
良
性
貧
血
」
や
「
骨
髄
異
形

成
症
候
群
（
М
Ｄ
Ｓ
）」
な
ど
、

難
治
性
貧
血
と
呼
ば
れ
る
病
気
の

特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。
再
生
不
良

性
貧
血
は
未
熟
な
血
液
細
胞
さ
え

造
れ
な
い
病
気
、
М
Ｄ
Ｓ
は
未
熟

な
血
液
細
胞
は
存
在
す
る
も
の
の
、

う
ま
く
血
球
が
育
た
ず
、
成
熟
し

た
血
球
が
で
き
な
い
病
気
で
す
。

前
者
に
は
免
疫
抑
制
剤
が
有
効
で

す
が
、
薬
が
効
か
な
い
最
重
症
例

や
М
Ｄ
Ｓ
で
白
血
病
に
移
行
す
る

可
能
性
が
高
い
場
合
は
、
骨
髄
や

臍
帯
血
な
ど
の
造
血
幹
細
胞
移
植

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
２
つ
は

別
々
の
病
気
と
考
え
ら
え
て
き
ま

し
た
が
、
ゲ
ノ
ム
（
全
遺
伝
子
）

解
析
に
よ
っ
て
共
通
し
た
遺
伝
子

異
常
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
両
者
の
区
別
が
つ

か
な
い
時
期
も
あ
り
、
最
近
で
は

「
自
己
免
疫
性
骨
髄
不
全
」
と
診

断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

遺
伝
子
異
常
の
解
析
は
進
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
で
は

強
力
な
免
疫
抑
制
剤
の
使
用
や
移

植
治
療
は
難
し
く
、
白
血
球
・
赤

血
球
・
血
小
板
そ
れ
ぞ
れ
の
産
生

を
促
す
、
顆
粒
球
コ
ロ
ニ
ー
刺
激

因
子
（
Ｇ-

Ｃ
Ｓ
Ｆ
）、
エ
リ
ス

ロ
ポ
エ
チ
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ポ
エ
チ

ン
（
受
容
体
作
動
薬
）
な
ど
造
血

ホ
ル
モ
ン
（
類
似
薬
）
が
重
症
例

に
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治

療
効
果
が
乏
し
い
場
合
は
、
赤
血

球
や
血
小
板
の
輸
血
療
法
を
行
い

ま
す
。
西
脇
病
院
で
は
、
通
院
で

輸
血
療
法
が
安
全
に
実
施
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら

　　
運
営
体
制
が
変
わ
り
ま
す

　　
西
脇
病
院
は
地
方
公
営
企
業
法

の
財
務
規
定
の
み
適
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
組
織
や

職
員
の
身
分
の
取
り
扱
い
等
の
規

定
に
つ
い
て
も
市
か
ら
移
譲
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
経
営
に
関
す
る

広
範
な
権
限
が
与
え
ら
れ
る
た
め
、

医
療
環
境
の
変
化
や
患
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
し
、
よ
り
柔
軟
で
主
体
性

を
持
っ
た
対
応
が
で
き
る
運
営
体

制
に
な
り
ま
す
。

　

適
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
は
診

療
機
能
を
維
持
・
強
化
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
病
院
機
能
が
変

わ
る
も
の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
心
し
て
診

療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
行

う
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
公
立
病
院
の
責
務
を

果
た
し
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
良

質
な
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
い

い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課
（
病
院

内
線
３
６
０
）

　
　

修
学
資
金
貸
与
で
学
生
を
応
援

 　
将
来
、
西
脇
病
院
で
看
護
師
、

助
産
師
と
し
て
勤
務
す
る
意
思
を

持
つ
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
に

在
学
す
る
方
を
対
象
に
し
た
「
修

学
資
金
貸
与
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
人
数　

５
人
程
度

▼
貸
与
金
額　

５
万
円
（
月
額
）

▼
返
還
免
除　

大
学
な
ど
を
卒
業

後
、
西
脇
病
院
で
修
学
資
金
貸
与

期
間
よ
り
長
く
看
護
業
務
に
従
事

し
た
場
合
は
、
返
還
を
全
額
免
除

し
ま
す
（
た
だ
し
、
大
学
な
ど
を

途
中
で
退
学
し
た
り
、
卒
業
後
１

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
免
許
を

取
得
し
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

貸
与
し
た
修
学
資
金
を
全
額
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
申
込
締
切　

５
月
８
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

病
院
総
務

課
（
病
院
内
線
３
６
６
）

　
　

糖
尿
病
教
室

 

▼
と
き　

４
月
24
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
３
時
／
申
込
不
要

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
２
階
）

▼
内
容　

｢

は
じ
め
ま
し
て
！
糖

尿
病
と
の
付
き
合
い
方
〜
一
緒
に

み
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
〜
」

▼
持
ち
物　

糖
尿
病
手
帳
・
運
動

継
続
カ
レ
ン
ダ
ー
（
お
持
ち
の
方

の
み
）

▼
問
合
せ　

内
科
（
病
院
内
線
５

３
５
）

　
　

ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

　　
が
ん
の
経
験
者
や
そ
の
家
族
が
、

お
互
い
の
悩
み
や
不
安
、
経
験
を

語
り
合
う
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
思
い
を
語

っ
た
り
話
を
聞
い
た
り
し
て
一
息

つ
き
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
者
同
士
の
交
流
の
ほ
か
、

ミ
ニ
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
22
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時
／
申
込
不
要

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
２
階
）

▼
対
象　

が
ん
体
験
者
と
そ
の
家

族
（
西
脇
病
院
の
受
診
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。
市
外
の
方
も
可
）

▼
内
容　

ミ
ニ
講
座
「
つ
ら
さ
を

和
ら
げ
て
あ
な
た
ら
し
く
過
ご
す

〜
が
ん
の
療
養
と
緩
和
ケ
ア
〜
」

▼
問
合
せ　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
病
院
内
線
３
３
１
）

健
康
バ
ン
ザ
イ
166

血
液
内
科

　
松
井
　
利
充

　

金
子
敦
司
さ
ん
は
西
脇
市
へ
移

住
し
、
酒
米
作
り
を
は
じ
め
、
日

本
酒
の
醸
造
ま
で
を
手
掛
け
る

「
も
の
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

埼
玉
県
出
身
の
金
子
さ
ん
は
、

大
学
の
農
学
部
で
微
生
物
を
研
究

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
酒
造
り

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
卒
業
後

は
名
古
屋
市
に
あ
る
酒
造
会
社
・

株
式
会
社
萬
乗
醸
造
に
就
職
。
フ

ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
造
り
に
影
響
を

受
け
「
お
い
し
い
お
酒
を
造
る
に

は
酒
米
作
り
か
ら
」
と
、
平
成
22

年
か
ら
市
内
で
自
ら
山
田
錦
の
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
元
の
農
家
に
協
力
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
毎
年
春
か
ら
秋
に
か

け
て
は
西
脇
に
住
み
込
ん
で
酒
米

作
り
に
取
り
組
み
、
冬
に
な
る
と

名
古
屋
に
戻
っ
て
、
収
穫
し
た
西

脇
市
産
の
山
田
錦
を
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
使
用
し
た
大
吟
醸
酒
「
黒

田
庄
に
生
ま
れ
て
、」
を
造
り
ま

し
た
。
平
成
26
年
に
同
社
で
農
業

生
産
法
人
・
ア
グ
リ
九
平
治
が
設

立
さ
れ
る
と
家
族
で
西
脇
市
へ
移

住
。
山
田
錦
を
栽
培
す
る
傍
ら
、

地
元
の
祭
り
に
参
加
し
た
り
、
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
を
通
し
て
小

学
生
に
米
作
り
や
地
元
の
こ
と
を

教
え
た
り
す
る
な
ど
、
地
域

と
の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。　

　

２
月
に
は
萬
乗
醸
造
が
黒

田
庄
町
門
柳
の
自
社
田
前
に

建
設
を
進
め
て
い
た
酒
蔵
が

完
成
。
新
た
な
仲
間
も
３
人

加
わ
り
、
酒
米
作
り
か
ら
醸

造
ま
で
一
貫
し
た
「
オ
ー
ル

西
脇
市
産
」
の
日
本
酒
造
り

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
金

子
さ
ん
は
「
米
作
り
も
酒
造

り
も
人
が
大
切
」、「
若
い
人

が
や
り
た
い
と
思
え
る
魅
力

あ
る
農
業
を
こ
こ
で
実
現
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

若
い
人
が
魅
力
を
感
じ
る
農
業
を
実
現
し
た
い

　第
41
回
頼
政
祭
　

　▼
と
き　

４
月
29
日
（
水
・
祝
）
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

ご
ろ

▼
と
こ
ろ　

長
明
寺
（
高
松
町
）

▼
内
容　

よ
さ
こ
い
踊
り
、
礼
射
（
弓
道
）、
詩
吟
・
剣

舞
、
餅
ま
き
な
ど

▼
主
催　

頼
政
祭
実
行
委
員
会

▼
問
合
せ　

高
松
町
区
長
・
筒
井
俊
明
さ
ん
（
☎
22-
５

８
６
４
）

　岡
の
山
ま
つ
り

　▼
と
き　

５
月
３
日
（
日
・
祝
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時
ご
ろ

▼
と
こ
ろ　

岡
之
山
公
園
（
比
延
町
）

▼
内
容
　
飛
田
安
兵
衛
翁
顕
彰
祭
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

西
脇
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
餅
ま
き
な
ど

▼
主
催　

岡
の
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会

元気に育ってね。
直久・美子（和田町）

後藤　叶芽
２歳４ヵ月

かなめ

株式会社アグリ九平治
　　　　　　　金子敦司さん

市内で山田錦の栽培と日本酒の醸造を手掛ける

か
り
ゅ
う

ば
ん
じ
ょ
う

さ
い
た
い
け
つ


